




















前年の報告では,障害児を持つ母親は,心理的「不安定」や「非社会性」を示すことが多く,

これを問題点として,私共は対処しなければならないことになると云うことを述べました。 

私共は,その後更に研究を続けてみましたので,今回その中間報告をしたいと思います。 

幼児研究班は,家庭療育について学習した母親の態度が,子供の発達の方向を規定する要因

となるのではないかとの観点から,次のような調査をしてみました。 

それは,幼児入院についておこなったものです。 

母子入院においては,療育センター職員が,家庭療育の技術的問題を中心に直接指導してゆ

きます。この中での問題点は,より早く発見して修正してゆけます。しかし,家庭に帰って

からの療育については,センターの職員も良く考えて,母親のために何をしてやるべきか,

検討する必要があります。そして,これには,期待もあり,一面不安もある訳であります。 

母親の「不安定」や「非社会性」は,一番問題になるところです。乳児の障害が,母親にこ

れを引き起したとは云え,今後は,反対に親が子供に悪影響を及ぼしてゆくことになるから

です。 


